
ｐａｇｅ  １

※ 筆箱は別のものでも良いが、 落としても割れないものなら代用可。

読んで、 やって、 理解する

『課題-05』 は提出を求めないが、 これを理解しないと先の問題を理解できないので、
しっかり と行う こと。

（ものが静止する条件は、 作用する力と反作用の力がつりあう こと）

基力 課題-05 　 　 　 年　 月　 日 　Ｕ２　　 　 番 氏名

＜実際にやって理解しよ う＞

①　筆箱を利き手の手の平の上に置いてみよ う。

　多分、 筆箱は静止している と思う。

　本来、筆箱は重力によって下に落ちよ う とするのに、

なぜ静止するのか？

答えは、 下に落ちよ う とする力 （筆箱） と、 上へ持ち上げよ う とする力 （手） が

全く同じ大きさで、 向きが正反対であるため２つの力がつりあい筆箱は静止する。

②　筆箱をテーブルの上においてみよ う。 多分、 筆箱は静止している と思う。

なぜ静止するのか？

　目には見えないし感覚的にも分かりにくいが、 テーブルは筆箱を持ち上げよ う と

する力を発生している。

　答えは①同様に、 下に落ちよ う とする力 （筆箱） と、 上へ持ち上げよ う とする力

（テーブル） が全く同じ大きさで、向きが正反対であるため２つの力がつりあい筆箱

は静止する。

③　力には、 上記のよ うに物を移動させよ う とする力と、 次頁に記す回転させよ う と

する力 （モーメン ト ） の２種類がある。 この頁を理解したら次頁に進も う。

下に落ちよう とする力 上へ持ち上げよう とする力 ２つの力がつりあう
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＜実際にやって理解しよ う＞

①　筆箱と長い棒 （50cm～1ｍ程度) を用意し、

それぞれの重心位置を合わせ、 その重心位置

を手で持って重さを感じよ う。

それが、 移動させよ う とする力にな り ます。

筆箱と棒の重心位置を重ねる と、 筆箱が落ちよ う とする力と、 棒が落ちよ う とする

力を足し算した力の大きさになるため、 筆箱だけを持った時よ り も重く感じる。

②　次に、 筆箱を棒の先にテープやヒモなどで

固定し、棒の、その反対側を手で持ってみよ う。

　 筆箱も棒も①の時 と質量は同じなのに、

多分、 ①よ り も重く感じる。 なぜ重く感じたのか？　

　

　筆箱が落ちよ う とする力と、 棒が落ちよ う とする力を足した力が、 手で持つ位置

に働く移動させよ う とする力になる ・・・・・ 「それなら、 重く感じないはず」 を理解。

筆箱の位置を変え、手の位置と筆箱までの距離による、手で感じる重さをつかも う。

手に感じる重さは、 単純に質量だけでな く距離も関係するこ とを理解しよ う。

重心 ・・・ 手で持つ位置

筆箱
棒

手で持つ位置

筆箱
棒

固定

手で持つ位置 手で持つ位置

筆箱が落ちよう
とする力

棒が落ちよう
とする力

手で持つ位置 手で持つ位置

少し軽く感じる さらに軽く感じる
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　 　落ちよ う とする力と、 その力までの距離とを掛け算した値をモーメ ン ト といい、

これが手首を回転させるため重く感じた。

　 　

　実際には、落ちよ う とする力と、モーメン トの両方が持つ手にかかり重く感じる。

　中学生の時、以下のよ うな、シーソーのつりあいの問題をやったこ とがあると思う。

この問題を解く時に、 力 × 距離 の式を使っている。 「モーメン ト 」 と言う言葉は

使っていないと思うが、 実は中学の授業でモーメン ト を扱っている ・・・・・ 確認。

手で持つ位置 手で持つ位置

棒が落ちよう とする力 × 距離２

筆箱が落ちよう とする力 × 距離１

モーメン ト

手で持つ位置モーメン ト

落ちよう とする力

Ａ

Ｂ

１０ （ｋｇ）

Ｚ （ｋｇ）

Ｑ．以下のシーソーが水平になるよう、 Ａ点の重さを求めなさい？

Ｚ×１＝１０×２　　 　→　　Ｚ＝　 　 　 　 　＝２０ （ｋｇ）
１０×２
１



プリン トの印刷ができないときは、 ルーズリーフ （単票） で提出して良い。

教科書ｐ.11～

ｐａｇｅ  １
（問題番号と答えのみで可）

基力 課題-06 　 　 　 年　 月　 日 　Ｕ２　　 　 番 氏名

①　力の３要素について （カッ コ） 内に適語を埋め、 その位置を図にマークしなさい。

②　以下のよ うにロープの一端を Ｐなる大きさの力で、 矢印の方向に引っ張る と ロー

プはどのよ うになるか？ ・・・・・ ロープは右側に動く 。

　

　それでは、 ロープの一端が壁に固定され、その反対側の一端をＰなる力で引っ張った

と き、 壁は強固で動かないものとすればロープも動かない。 そのと き、 壁はどの

よ うな力を発生しているかを答えなさい。 なお、力の３要素を意識して答えるこ と。

③　力の大きさと重力の関係について、以下の空欄に適語を埋めて文章を完成させなさい。

物体が受ける力の大きさＦ ［N］ は，物体の質量をｍ ［kg］、その物体に生じる加速度を

α ［m / ｓ2］ とする と、 次の式で表される。 力の大きさ F ＝ ｍα［N］

　 また、地球上の物体はつねに地球から （　　 　 　　）Ａを受けている。 ある物体の質量を

ｍ ［kg］、 地球上の （Ａ） の加速度をｇ＝9.8 ［m / ｓ2］ とする と、 地球上の物体に働く

（Ａ） の大きさ P ［N］ は、 次の式で表される。

重力の大きさ （一般式）  P ＝ ｍｇ ［N］ 　重力の大きさ （地球上）  P ＝9.8・ｍ ［N］

土木・建築などの分野では、ある物体に働く重力の大きさＰ が構造物に作用するとき、

このＰ を （　　 　 　　） と よぶ。

④　質量 ｍ＝ ６０  kg の人の重力の大きさ P ［N］ を求めよ （要途中計算）。

力の （　　 　 　　）･･･矢印の （　　 　 　　）
力の （　　 　 　　）･･･矢印の （　　 　 　　）
力の （　　 　 　　）･･･矢印の （　　 　 　　）

Ｐロープ

動く

Ｐロープ

壁



ｐａｇｅ  ２ 『梁
はり

』、 『支点』 とは何か？ ・・・・・ 教科書で理解して問題を進めよう。

⑤　重さ と質量について、 以下の空欄に適語を埋めて文章を完成させなさい。

　 （　　 　 　　）Ａは、その物体が本質的にもっている量であり、どんな場所でも一定である。

宇宙飛行士の （Ａ） が60kg  ならば、地球上で、無重力状態でも、月面上でも 60kg  の

（Ａ） は同じである。 それに対して （　　 　 　　）Ｂは、 その大き さが重力に影響され、

地球上では60ｋｇでも、 重力が1 / 6の月面上では10ｋｇの （Ｂ） になる。 通常 （Ａ） の

大きさは （　　 　 　 　　） で、 （②） の大きさは （　　 　 　 　 　　） で計る。

⑥　荷重の種類について、 以下の空欄に適語を埋めて文章を完成させなさい。

　構造物に外から作用する力を （　　 　 　　）Ａとい う 。 （Ａ） には、 荷重と反力がある。

反力は構造物を支える力であ り、 ほかの構造物や大地から構造物の （　　 　 　　） に

作用する。

　荷重には，自動車や列車の車輪などのよ うに、構造物のある点に集中して作用する

（　　 　 　　） 荷重や、 水圧 ・ 土圧 ・ 風圧などのよ うに、 一定の範囲に分布して作用

する分布荷重、 および部材の剛節に作用する （　　 　 　 　　） の荷重がある。

　梁のある範囲に同じ大きさで作用する分布荷重を （　　 　 　　） 荷重という。 また、

水圧が壁に作用する場面では、 水圧は深さに比例して大き くなる。 このよ うに、 増

加する割合が等しい分布荷重を （　　 　 　　） 荷重という。

⑦　以下 （左） の梁に荷重がかかった時、 以下 （右） のよ うに、 Ａ点･Ｂ点の支点に反

作用と しての反力が生じる。 Ａ点の反力をＲＡ、 Ｂ点の反力をＲＢと略す。

以下の反力 （ＲＡ、 ＲＢ） を求めなさい。

１０Ｎ

梁

支点支点

Ａ Ｂ

１０Ｎ

梁

支点支点

Ａ Ｂ

ＲＡ ＲＢ

１０Ｎ

ＲＡ ＲＢ

RＡ＝　 　 　　 (N) 　，　RＢ＝　 　 　　 (N)
（詳細は次に行うので、 左右均等の考えで良い）



プリン トの印刷ができないときは、 ルーズリーフ （単票） で提出して良い。

教科書ｐ.14～

ｐａｇｅ  １
（問題番号と答えのみで可）

基力 課題-07 　 　 　 年　 月　 日 　Ｕ２　　 　 番 氏名

物体を動かそ う とする働きを力といい、 物体を回転させよ う とする働きをモーメン ト

とい う ・・・・・ 基礎力学では、 この2つを扱う。

①　以下の力の向きに対する符号 （＋ｏｒ－） を記入しなさい。

オモリ

本を移動させる働き 手を移動させる働き

物体を動かそう とする働きを力という

２kg

梁を回転させる働き 手を移動させる働き

物体を回転させよう とする働きをモーメン ト という

Ｐ

Ａ

上向き （　　　） 右向き （　　　） 下向き （　　　） 左向き （　　　）
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②　以下のよ うな梁に力が働いた時、梁の根元 （Ａ点） では赤矢印の方向にモーメン トが

生じる。 この時、 モーメン トの向きに対する符号 （＋ｏｒ－） を記入しなさい。

③　図のよ うに梁に力が働いている時、 その合力Ｐ を求めなさい。

時計方向 （　　　） 反時計方向 （　　　）

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

モーメン ト モーメン ト

Ａ

Ｐ１＝50Ｎ

Ｐ２＝20Ｎ
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④　図のよ うに、網 （点A） に質量２kg  の魚がはいっている。 網の柄えをもつ手の点Ｂ

までの水平距離が４m のと き、点Ｂに対する力のモーメン ト を求めよ。 なお、 さおの

質量は考えないものとする。

２kg

２kgの質量を荷重 （Ｐ） に換算する と、

Ｐ＝　 　 　 　 　 　 　 　＝　 　 　 　　Ｎ

Ｐの方向は　 　 　 　 　 　向きなので、

正確に記述する と、

Ｐ＝　 　 　 　　Ｎ （　　 　 　 　 　　） ・・・・・ と書く。

Ｂ点でのモーメン トＭＢは、

ＭＢ＝　 　 　 　 　 　 　 　＝　 　 　 　　Ｎ ・ ｍ

ＭＢの方向は　 　 　 　 　 　 　 　回りなので、

正確に記述する と、

ＭＢ＝　 　 　 　　Ｎ ・ ｍ （　　 　 　 　 　　） ・・・・・ と書く。
教科書の解答で確認。


